
社会科学習指導案  
 
                                                           廿日市市立宮園小学校 奥   志保江 
 
１ 学 年     第５学年 
 
２ 単元名      森林資源と国土の保全 
 
３ 単元設定の理由 

   毎日のように，環境問題に対する内容が報道されている。児童は様々な環境破壊に対してかなりの知
識を持つようになってきている。しかし，それは自分達に差し迫った問題ではないかのように捉え，便

利さ，豊かさを追い続けているのが現状である。わたしたちは生きていくために環境の恵みを享受し，

また積極的に環境に働きかけてきた。そして，人間の願いの実現を図ってきた。特に私たちの現在の便

利さ，快適さは環境への働きかけによるものである。森林破壊，ゴミ問題，生活排水，自動車の排気ガ

スなど都市生活型公害もすべて，人間の環境への働きかけの結果生じた環境負荷の問題である。 
   そこで２１世紀に向けて生きる子ども達が，環境とどう関わり，行動していくか考え判断できる子ど
もに育てていくことが必要である。国際社会に生きる民主的・平和的な国家社会の形成者，いいかえる

ならば，環境を形成していく者の育成が求められている。そのためには，多様な観点から環境について

考え多面的総合的に扱い，森林を守るために自分にできることを考え，行動を起こそうとする態度を育

てることが必要であると考えた。また，環境保全の問題は身近な地域の自然保護，保全だけでなく，地

球規模の問題として考えていくことが大切であることに気付かせていき，足元から見直して行く必要が

あると考え，本教材を設定した。 
   本学級の児童は，「わたしたちの地球・わたしたちの環境」という総合主題を決め，環境教育を全教育
活動の中で関連づけて総合単元的に学習を進めてきた。国語科，社会科，音楽科，道徳，学級活動など

様々な場面で環境について考える機会をもってきた。少しずつではあるが，環境の大切さを感じとって

いるように思う。しかし，まだまだ身近な問題として捉えている子どもが少ない。飽食暖衣の生活から，

まだ使えそうな物を捨てたり，落とし物をしても気付かなかったり，豊かなあまり物の大切さを感じと

ることが少ないようである。 
   単元の指導にあたっては，「森林資源の育成や保護に努力している人々の働きと，国土の保全や水資源
の涵養など森林資源の果たす役割を理解させるようにするとともに，環境保全の問題は地球規模の問題

として考えられるようにし，一人一人の暮らし方，考え方を変えていくことの大切さに気づかせるよう

にする。」という環境教育の視点を大切にしながら，児童が自ら考え主体的に判断し行動する力を育成

していきたい。そのために，できるだけ具体的な資料を用意し，それらを活用して児童一人一人の興味

関心に基づいて，課題解決方法を選ばせ解決をさせていきたい。その学習の中で，森林資源はその他の

資源と違い，計画的に利用していけば，永遠につきることがない反面，新たな森林の育成には，何十年，

何百年という長い歳月と長期に渡る人々の努力が必要であることに気づかせたい。そして，地球規模の

問題ではあるが，足元から考えていかなければならない問題であることを考えさせ，自分達にできるこ

とは何か，色々な角度から考えを吟味し，より的確な判断ができるよう，地球環境を追求していく主体

的な学習を展開していきたい。 
 
４ 単元の目標 

視   点 目            標 

関心・意欲 
・森林に関心を持ち，森林資源の働きや，その保護・育成に従事している人々の工夫

や努力を意欲的に調べ，環境を守るために自分達にできることをしようとする。 
・自分達の地域や日本，世界の森林資源の現状を意欲的に調べようとする。 



社会的思考・判断 

・森林資源の大切さや日本の林業の問題点，住みよい国土にするための環境保全のあ

り方について考えようとする。 
・環境保全のための国民一人一人の協力の必要性に気づき，自分達が環境のためにで

きることを考え，環境を守るためにどのようなことができるか判断しようとする。 

資料活用能力 ・グラフ，地図，写真など基礎的資料を効果的に活用することができる。 

社会的事象につい 
ての知識・理解 

・わが国の国土の様子について理解できるようにし，環境の保全と資源の重要性につ

いて関心を深め，森林保護・育成に従事している人々の努力や工夫を理解すること

ができる。 
・国土の保全や水資源の涵養などのために森林資源が大切であることに気づくこと

ができる。 

 
５  学習指導計画（全１４時間） 
                    課題づくり（１時間） 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
                 

 
 

 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 

調べ学習，調べた内容の交流（５時間）

 
 
 
 
課題解決（１時間）：実践例１ 
 
 
 
広げる（１時間）：実践例２ 
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宇宙からとった日本の写真を見て気付いたことを出そう。 
「緑が多いが，いったい森林や林業はどのようになっているのか調べてみよう。」

林業で働く人々の工夫や努力を知り，森林の大切さを理解させる。 
森林資源の育成や保護に従事している人々や林業で働く人々の工夫や努力を知り，

森林の大切さや森林の役割を理解させる。 

牡蠣業者の植林の新聞記事により，様々な所で人々が環境を守る努力をしているこ

とを知る。しかし，日本は多くの木を輸入している。外国の森林の状況はどうなの

だろうか？またなぜそんなに輸入をするのだろう。 

・紙を使う量が増えてきたから。 
・日本の木は高いから。外国の木のほうが安いから。 

「どうやったら調べられるだろう」 
・図書室の本で調べる。・ビデオを見る。 
・社会の本・写真・資料集 

世界の森林の現状と日本が多く輸入をしている理由をグループに分かれて調べる。

・日本の森林の現状を調べる。（団地，ゴルフ場，松枯れ，開発，林業衰退） 

・世界の森林の状況を調べる。（酸性雨，熱帯雨林減少） 

「木材の輸入を止めるべきか」についてみんなで考える。 
・調べたことをもとにみんなで理由を考える。 

なんとかしなっくちゃ！森林会議「救助隊設立」 
自分たちにも森林を守るためにできることはないだろうか！ 

（４時間） 
 
 
 
 
（１時間） 
 
 
 

予想をたてる。（０.５時間） 

 

調べる方法を考える。（０.５時間） 



６  実践例１ 

本時の目標  
・ 「木材輸入を止めるべきかどうか」について，調べた事実をもとに考えることができる。 
・ 林業の大切さ（森林資源の保護育成に従事している人々の工夫や努力）を理解し，森林資源の保護

育成の必要性に気づくことができる。 
 
学習展開 

学習課題及び内容 教師の働きかけ 評価の視点 

１ 学習課題を確認する。 
 
 
 
２ 発表できるように調べ学習

の続きをおこないまとめる。 
 
 
 
              
 
 
 
 
  
３ 学習課題について考える。 
・プリントに考えを書く。 

 
 
 
 
 

・考えたことを発表する。 
 
 
 
 
 

４ 本時のまとめ 
 
 ・安田さんの話を聞く。 

 
 
 
 
・調べたことをまとめ，森林破

壊は，深刻な問題であること

に気づかせるようにする。 
しかし，現在の日本にとって

絶対必要なことであることを

考えさせる。 
 
森林破壊の現状を考えたり，

自分なりの考えを持つことが

できない児童への支援  
 
・今まで調べてきた事実をもと

に，まとめられるように支援

する。 
 
 
 
 
・学習課題について調べた事実

に基づいて多くの児童が発表

できるように助言する。 
 
 

 
・林業を営んでいる安田さん達

は計画的に植林をし，木を切

り出しながらも環境保全につ

いて様々な努力をされている

ことを知り，自分たちも何か

考えていくことの必要性を感

じるよう安田さんの願いを話

してもらう。 

 
 
 
 
・意欲的に自分の調べたい問題

について調べ，発表できるよ

うにまとめられているか。 
（関心・意欲・態度） 
〔観察，新聞〕 

 
 
 
 
  
 

・学習課題について適切にプリ

ントにまとめることができた

か。 
 
 （技能・表現） 〔新聞〕 
 （思考・判断） 〔新聞〕 
 
・調べたことをもとに，意欲的

に発表することができる。 
  （関心・意欲・態度） 
〔観察，発言内容〕 

 
 
・安田さんの話を熱心に聞くこ

とができる。 
（関心・意欲・態度） 
〔観察〕 
 

 

 
 
 

木材の輸入をやめるべきかどうか。 



本時の評価 

 
 社会的事象への 
関心・意欲・態度 
 

 
・学習課題を調べたことをもとに意欲的に解決しようとする。 
                           〔発言，態度〕 

 
 社会的な思考判断 

 
・森林資源の現状や働きなどをもとに輸入をやめるべきかどうかを自分な

りに，調べたことをもとに考え，判断することができる。 
                         〔プリント，発言〕 

 
 資料活用能力 
 

 
・発表のために必要な資料を読み取ることができる。 
                         〔発言〕 

 
 知識・理解 
 

 

 
・日本の林業の現状や世界の森林資源について考え環境保全への努力や工

夫について理解することができる。  
                         〔プリント，発言〕 

 
 
 
７ 実践例２ 

本時の目標  
・ 緑豊かな国土や地球を守るために，自分たちにできることはないか考える。 

 
学習展開 

学習課題及び内容 教師の働きかけ 評価の視点 

１ 前時の想起 
  「世界の森林面積の推移」 
  のグラフを読み取る。 
 
 
２ 学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
① 「世界の森林面積はこれ以上
絶対に減らすべきではない」

という考えに対し，賛成意見

と反対意見をプリントに書い

て述べる。 
 

 

・昨日学習した内容を思い出す

ことができるようにし，確か

に世界の森林面積が減ってき

ていることをグラフにより確

認する。 
 
 
 
 
 
 
 

・今まで学習して，調べてきた

事実に基づいて考えるように

助言する。 
 
 
 
 

・グラフの変化を意欲的に読み

取ることができる。 
 
（関心・意欲・態度） 
〔発言〕 

 
 
 
 
 
 
 

・調べたことをもとに自分なり

の考えを発表することができ

たか。 
 （思考・判断） 
 〔プリント，発言〕 

 
 

このまま森林を減らしてもよいのだろうか。わたしたちに何かで

きることはないだろうか。 



 

② プリントに自分にできそうな
ことを書く。 

 
 
 
 
③ お互いに自分の考えたことを
発表し合い，自分たちの足元

から考えていく。 

 
・自分たちの身の回り，自分た

ちの日常生活を見つめ直すよ

うに助言する。 
 
 
 
・個々の児童が考えたことを発

表し合い，お互いの考えを深

めることができるようにす

る。 
   「森林救助隊」 

 
・自分なりに判断して行動でき

そうなことを考えることがで

きたか。 
 （思考・判断） 
 〔プリント，発言〕 

 
・友達の考えを意欲的に聞くこ

とができ，自分にできそうな

ことを，考えることができた

か。 
 （関心・意欲・態度） 
〔発言〕 
 （思考・判断） 
〔発言，観察〕 

 
 
本時の評価 

 
社会的事象への関心・意

欲・態度 
 

 
・自分たちにできることを意欲的に考えようとする。 
・前の時間に調べたことをもとに意欲的に発表することができる。 
                 〔発言，態度，プリント〕 
 

 
社会的な思考・判断 
 

 
・森林資源の現状をもとに，自分たちにできることは何か考えることがで

きる。 
                〔発言，態度，プリント〕 
 

 
資料活用の能力 
 

 
・グラフの変化を読み取ることができる。 
                 〔発言〕 
 

 
知識・理解 
 

 
・森林資源は国土の保全や水資源の涵養などの働きをしていることを理解

し，そのためには自分たちが足元から活動をしていくことの大切さがわ

かる。 
                 〔発言，プリント〕 
 

 
 


